
総額
令和７年度　管理費特別会計収支概要（当初予算）

371,172,000円

基幹水利受託料

52,460,000

東遠工水

受託料

25,563,000

市負担金

(維持管理費)
38,198,000

管理賦課金

37,900,000

補修整備事業

補助金等

88,090,000

繰入金（基金）

21,848,000

転用決済金

949,000

預り金

16,760,000
一時繰替金

60,000,000
繰越金等

13,580,000

事業償還金

（特別賦課金･市負担金）

15,824,000
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入

(単位：円)

東遠工水 関係市 改良区自主財源組合員
組合員･
関係市県･関係市･組合外国30%・県30%・関係市40%

土地改良施設維持管理費 355,348,000
事業

償還金

運転操作費

（人件費）

51,669,000

施設点検

整備補修費

51,979,000

電気料金

56,677,000

補修整備事業

（保全高度化含）

78,468,000

一般会計繰出金（退職積立）

2,500,000

積立金（基金・転用決済金等）

27,295,000

預り金

16,760,000

一時繰替金

（戻金）

60,000,000

予備費

10,000,000

事業償還金

（日本政策金融公庫）

15,824,000

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

支

出

うち組合支援額
11,430,000

特別賦課金

［令和11年度］

7,201,729

島田市［令和７年度］

562,717
菊川市

［令和７年度］

4,901,136

御前崎市

［令和９年度］

3,158,418

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

事業償還金

償還期限：[ ] 

総額 114,253,000円
令和７年度　一般会計収支概要（当初予算）

島田市

14,061,000
牧之原市

30,066,000
掛川市

7,811,000
菊川市

15,667,000
御前崎市

11,034,000

県補助金 3,000,000
繰入金（基金･管理費）

7,226,000

預り金

8,361,000
一時繰替金

15,000,000

繰越金等 2,027,000
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収
入

(単位：円)

改良区自主財源関係５市 ＜参考＞関係５市からの負担金 単純平均1,528円/10a

市負担金 78,639,000

県

業務運営費（人件費等）

52,253,000

会議費・役職員研修費

（総代会･理事会･監事会･茶話会等）

5,257,000

事業推進費

（受益地管理･広報紙発行等）

6,960,000

事務運営費

15,402,000

積立金

（基金･退職給付）

9,020,000

預り金

8,361,000

一時繰替金

（戻金）

15,000,000

予備費

2,000,000
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牧之原畑地総合整備土地改良区 令和７年度運営方針～

施設の管理体制強化と用水の安定供給 財政基盤の安定化と賦課金徴収体制の確立 受益地の管理､水利権確保と農業振興の推進 組織の運営基盤強化と用水組合との連携強化
〔継続〕国営施設の保全及び更新整備実施に向けた

関係機関との調整､計画調査予算の要望･確保。
〔継続〕川口取水工共有財産・国営施設の緊急整備

を行う水利施設等保全高度化事業（基幹
水利施設保全型）の円滑な実施への協力
と関係機関との連携。

〔継続〕改良区管理の国営施設から県営支線水路
の点検整備及び補修の計画的実施。

〔継続〕作物転換等営農状況の変化による用水需要
を工区毎に把握し､次年度の配水計画を策定。

〔継続〕ファームポンド流入施設の不具合箇所の
調査確認と必要な修繕の実施。

〔継続〕組合管理施設の補修整備計画に基づく実
施促進と要望聴取､補助事業の申請手続｡

〔継続〕施設管理研修会の開催、管理マニュアルの
配付により組合役員の管理技術向上を図る
とともにＬＩＮＥアプリによる組合役員と
の連携や施設情報を含むモバイルＧＩＳの
活用推進。

〔継続〕賦課金の徴収委任契約は締結完了を目指し、

未締結の用水組合へ丁寧な説明。

〔継続〕財政計画2023を基本にした次年度予算の作成｡

施設整備財源となる積立基金の推移把握と有

効活用。

〔継続〕債券運用計画により資金を管理し、金利

動向情報等をもとに安全で確実な運用。

〔継続〕用水使用量実績による管理賦課金の動向調査

と課題に対応した中長期的な賦課金制度の検討。

〔継続〕関係市の協力を得て賦課の基礎となる受

益地の定期更新により賦課徴収データの

整備。

〔継続･新規〕多面的機能支払交付金制度による広域活動組
織の早期設立を目指し、施設と用水組合の
機能を維持。定期的な用水組合の運営状況
の把握と適切な助言・指導。

〔継続･新規〕女性理事登用を含めた役員及び総代総選
挙の円滑な執行。准組合員制度の周知｡

〔継続･新規〕ＤＸ推進（業務のデジタル化）、文書の電
磁的方法の活用による業務コストの省力化
推進とＬＩＮＥアプリ登録者情報の適切な
管理。電子決裁の導入。

〔新規〕農業生産基盤の保全のため、土地改良区の運
営基盤強化に関する調査・計画について、土
地改良区機能強化支援事業を活用して策定。

〔継続〕組合員、地域住民向けにソーシャルメディアを活
用し、改良区業務・役割を情報発信｡

〔継続〕顧問税理士、関係機関の指導により、正確で円滑な
会計経理を実施。 会計担当理事、顧問税理士の毎
月検査による内部牽制機能の強化。

〔継続〕水土里茶話会、用水組合会議の開催により、運営
方針等の理解向上と取組の説明、意見等から抱え
る課題の整理と分析、関係機関へ要請活動の実施。

〔継続〕理事会、委員会等の機関会議で課題の共有
と学習機会の充実、迅速な対応策の決定。

茶業を主体とする畑地農業の振興を推進し、農家組合員の安定した農業経営と発展により「儲かる農業」の実現を図るため、用水の安定的な供給に努めるとともに、国･県営農業水利施設の適切な維持管理を行います。

• 牧之原台地の農業の現状と課題

•生活様式の変化や消費者ニーズの多様化で需要にマッチした茶生産への転換、リーフ
茶価格の低迷、人口減少等に伴う国内需要の減少で茶農家は一層疲弊

•加速する離農・相続放棄により土地持ち非農家・所有者不明地が増加し、茶農家数の
減少、労働力確保の必要

•担い手農家の減少と規模拡大の限界、効率的な農地整備と経営の安定化

•傾斜地農地の耕作放棄地増加による山林､原野化への対策急務

•区画整理｢朝生原｣｢諏訪原｣｢切山｣工事継続、｢南原｣等の基盤整備推進

•農業経営基盤強化促進法による地域計画と目標地図の実行

土地改良区の現状と課題
•川口取水工共有財産及び牧之原揚水機場ポンプ等修繕に伴う県営事業の実施に係る
県との連携

•国営施設の保全及び更新整備のための国営事業採択に向けた関係機関との調
整連携

•将来の水利権更新を見据えた耕作状況の把握や関係機関との情報共有と連携･協力
•組合管理施設の補修整備実施と多面的機能支払交付金制度の活用推進による組合
運営の安定化

•用水組合運営費の縮減､業務効率化等の助言・指導、施設規模の見直し提案
•財政計画を基本にした予算編成、賦課金徴収委任契約の締結推進
•土地改良区業務のデジタル化、ソーシャルメディアを活用した情報発信

＜関係市＞
島田市･牧之原市･掛川
市･菊川市･御前崎市

＜受益面積＞
５，０８９ｈａ

＜組合員数＞
９，２２３人

〔継続〕牧之原茶園の再編整備プランに基づくモ
デル地区の事業化と新たなモデル地区の
掘り起こしに向けた市部会の推進強化と
再編整備構想図の作成。

〔継続〕受益地取扱方針に基づき、継続的に受
益地情報及び受益管理図を更新管理し
精度維持。

〔継続〕増加する耕作放棄地の非農地化に対応す
るため、市農業委員会との連携、円滑な除
外手続き。

〔継続〕将来の水利権更新を見据えた耕作状況
の把握や関係機関との情報共有と連携･
協力。

〔継続〕区画整理事業等の生産基盤整備推進と実
施及び要望地区への畑かん施設整備を支
援。
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